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Cの活性化が中心的な情報伝達機構であることを示した(Nakahata et al. EulT. J.
pharmacol. 162, 407-417, 1989･, Brain Res. 583, 1001104, 1992; Sakaiet a1., J.
pharmacol. Exp. Ther. 276, 829-836, 1996)｡一方､血小板のTP受容体刺激効果
を検討したところ､ Gqを介する凝集反応とともに､アゴニストの低濃度領域
においてはGqを介さずに形態変化が見られること､また､ MAPKを介したア
ラキドン酸遊離が引き起こされることを明らかにした(Ohkubo etal., Brit. J.
pharmacol. 117, 1095-1104, 1996; Ohkubo et a1., EulT. J. Pharmacol. 298, 175-183,




も見出した(Honma et al., Pnostaglandins 55, 1591168, 1998, Honma et aL




を見出した(Kobayashi et al., J. Neurochem. 74, 2167-2173, 2000)｡さらに､血管
平滑筋におけるTP受容体刺激による持続的な収縮反応はホスフアチジルコリ
ン特異的ホスホリパーゼCを介してもたらされることを見出した(Nakahataet
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(sugai et al. Biochezzl. Biophyis. Res. Co皿皿un･ 331, 24-31, 2003)｡一方､ 4･lG
はPTH受容体の細胞膜への固定化をもたらし､細胞膜表面の受容体数を増加さ
せるとともに､ FrH受容体を介するシグナル伝達であるMAPKのリン酸化な
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